「ね ェ、 すこし 外へ 出て みない！」 

「うん。 II 」 

あたした ち は、 すこし 飲みす ぎた よう だ。 ステップ 

よろよろ くず あざ や きま まつな が 

が踉々 と 崩れて、 ちっとも 鮮 かに 極らない。 松 永の 

の たくま 

肩に 首 を 載せて いる というよりも、 彼の 逞しい 

頸に 両手 を 廻して、 シッ カリ 抱きついて いるの だった。 

みみた ぼ 

火の ように 熱い 自分の 息が、 彼の 真 赤な 耳朶に ぶ つ 

かって は、 逆に あたしの 頰を 叩く。 

ヒャリ とした 空気が、 襟首の あたりに 触れた。 気が 

まっくら 

ついて みると、 もう 屋上に 出て いた。 あたり は 真暗。 

ただ 

II 唯、 足の 下が キラ キラ 光って いる。 水が 打って あ 



(この 調子で 行く と、 この 青年 は 屹度、 私から 離れて 

ゆこうと する に違いない！) 

きっと 離れて ゆく だろう。 ああ、 それ こそ 大変 だ。 

そうな つて は、 あたし は 生きて ゆく 力 を 失って しまう 

だろう。 松 永 無くして、 私の 生活が なんの 一日 だって 

ある もの か。 —— こうな つて は、 最後の 切り札 を 投げ 

ほか みち 

るより 外に 途 がない。 おお、 その 最後の 切り札！ 

「ねえ。 —— 」 と あたし は 彼の 身体 を ひっぱった。 

「ちょいと 耳 をお 貸しよ」 

r ？」 

「あたしが これから 云う こと を 聴いて、 大きな 声 を 出 



しちやい ゃァ よ」 

ナザん 

彼 は 怪訝な 顔 をして、 あたしの 方に 耳 を さしだした。 

「いいこと 」 グッと 声 を 落として、 彼の 耳の 穴 

に 吹き こんだ。 「あんた のために、 あたし、 今夜う ちの 

人 を 殺して しまう わよ！」 

「大 ッ？， - 

これ を 聴いた 松 永 は、 あたしの 腕の 中に、 ピ— ンと 

四肢 を 強直 させた。 なんて 意気地なしなん だろう、 二 

十七に もな つてい る 癖に …… 。 

邸内 は、 底知れぬ 闇の 中に 沈んで いた。 



あつら こんや 

(お 訛え 向き だ わ！) 今宵 は 夜もすがら 月が 無い。 

トン トンと、 長い 廊下の 上に、 あたしの 跫 音が ィャ 

に 高く 響く。 薄ぐ らい 廊下 灯が、 蜘蛛の巣 だらけの 

天井に、 ポッツ リ 点いて いる。 その 角 を 直角に 右に 

曲る。 —— プ ー ンと、 きつい 薬剤の 句い が 流れて 来た。 

夫の 実験室 は、 もうす ぐ 其 所 だ。 

夫の 部屋の 前に 立って、 あたし は、 コッコ ッと扉 を 

叩いた。 II 返事 はない。 

かま 

無くても 構わない。 ハンドル を ぎゅっと 廻す と、 扉 

は 苦 もな く 開いた。 夫 は、 あたしの 訪問す る ことな ど 

を、 全然 予期して いないの だ。 だから 扉 々 に は、 鍵 



こんわく ふんぬ お 

困惑の 目の色が だんだんと 憤怒の 光 を 帯びて きた。 だ 

おどろ 

が、 今夜 はそんな ことで 駭 くような あたし じ やない。 

「裏庭で、 変な 呻り 声が します のよ。 そして なんだか 

チカ チカ 光り物が 見えます わ。 気味が 悪くて、 寝られ 

ません の。 ちょっと 見て 下さらない」 

けもの 

「う、 う— ッ」 と 夫 は 獣の ように 呻った。 「く ッ、 下 

らな いこと を 云うな。 そんな こと ァ 無い」 

「いえ 本当で ございま すよ。 あれ は 屹度、 ぁの空4^戸 

ゆいしょ 

からで ございま すわ。 あなたが お 悪 いんです わ。 由緒 

ある 井戸 を あんな 風に お使いに なつたり して …… 」 

空 井戸と いうの は、 奥庭に ある。 古い 由緒 も、 非常 



くず ぼね な 

識な 夫の 手に かかって は、 解剖の あとの 屑 骨な ど を 抛 

げこんで 置く 地中の 屑 箱に しか 過ぎなかった。 底はゥ 

ンと 深かった ので、 ちょっと やそつ と 屑 を 抛げ こんで 

も、 一向に 底が 浮き 上って こなかった。 

「だッ 黙れ。 …… 明日に なったら、 見て やる」 

「明日で は 困ります。 只今、 ちょっと お探りな すって 

下さいません か。 さもないと、 あたくし はこれ から 警 

察に 参り、 あの 井戸まで 出張して，. 頂く ようにお 願い 

いたします わ」 

「待ちなさい」 と 夫の 声が 慄 えた。 「見て やらない と 

は 云わない。 …… さあ、 案内し ろ」 



夫 は 腹立たしげ に、 メス を 解剖 台の 上へ 抛り だした。 

ぼうす、. -か か" か 

屍体の 上に は、 さも 大事そう に、 防水布 をス ポリと 被 

せて、 始めて 台の 傍 を 離れた。 

夫 は 棚から 太い 懐中電灯 を 取って、 ス タス タと 出て 

いった。 あたし は 十 歩 ほど 離れて、 後に 随 つた。 夫 

の 手術 着の 肩の あたり は、 醜く 角張って、 なんとも 云 

えない うそ 寒い 後 姿だった。 歩む たびに、 ヒ ョコン 

ヒ ョコン と、 なに かに 引 懸かる ような 足つ きが、 まる 

で 人造人間の 歩いて いると ころと 変らない。 

あたし は 夫の 醜軀 を、 背後から ドンと 突き飛ばした 

い 衝動に さえ 駆られた。 そのと きの 異様な 感じ は、 そ 



「なッ 何 をす る、 魚 子！」 

と、 夫 は 始めて あたしの 害心に 気がついた。 しかし、 

そういう 叫び声の 終る か 終らない うちに、 彼の 姿 は 地 

上から 消えた。 深い 空 井戸の 中に 転落して いったの だ。 

懐中電灯 だけが 彼の 手 を 離れ、 もん どり 打って 草叢に 

顎 をぶ つ つけた。 

(やっつけた！) と、 あたし は 俄かに 頭が ハツ キリす 

るの を 覚えた。 (だが、 それで 安心 出来る だろう か) 

「とうとう、 やった ネ」 

• つ しろ 

別な 声が、 背後から 近づいた。 松 永の 声 だと 判って 

いたが、 ギ クンと した。 



血走った 眼、 カサカサに 乾いた 唇 —— 

(お前 は、 夫 殺し をした！) 

あたし は、 云わで もの 言葉 を、 鏡の 中の 顔に 投げつ 

けた。 おお、 殺人者！ あたし は 取 返しの つかない 事 

をして しまったの だ。 窓の 向う に 見える 井戸の 中に、 

夫の 肉体 は 崩れて ゆく だろう。 彼に はもう 二度と、 こ 

の 土の 上に 立ち上る 力 は 無くなって しまったの だ。 鈴 

筆の 芯が 折れた ように、 彼の 生活 は プッリ と 切断して 

しまったの だ。 彼の 研究 も、 かれの 家族 も (あたし 独 

りが その 家族だった) それから 彼の 財産 も、 すべて 夫 

の 手 を 離れて しまった。 彼 は 今日まで、 すっかり 無駄 



(ああ、 こんな 厭な 気持になる の だったら、 夫 を 殺す 

のではなかった！) 

押し よせてく る 不安に、 あたし はもう 堪えられ なく 

なった。 なに か 救いの 手 を 伸べ て くれる もの は 無い か。 

「そうだ、 有る 有る。 お金 だ。 夫の 残して いった 金 だ。 

それ を 探そう！」 

いっか 夫が、 莫大な 紙幣の 札 を 数えて いると ころへ、 

入って いった ことがあった。 あれ は 五 年 ほど 前の こと 

だった が、 研究に 使った としても、 まだ 相当 残って い 

はず 

る箬。 それ を 見つけて、 あと はしたい こと を 今夜から 

でもす るの だ。 



いるう ちに、 とうとう 何時の間にやら、 十二時の 時計 

が 鳴り ひびいた。 そして 日附 がー つ 新しくな つた。 

(やっぱり、 そうだ 松 永 は あたしのと ころから、 

永遠に 遁げて しまったの だ！) 

彼のた めに、 思い切って やった 仕事が、 あの 子供つ 

ぼい 青年の 胸に、 恐怖 を 植えつ けたのに 違いない。 人 

殺しの 押 かけ 女房の 許から 逃げ だした の だ。 もう 会え 

ないか も 知れない、 あの 可愛い 男に …… 。 

も だ 

悶えに 満ちた 夜 は、 やがて 明け 放 たれた。 憎らしい 

ほどの 上天気だった。 だが、 内に 閉じ籠つ ている あた 

しの 気持 は、 腹立たしくなる ばかりだった。 幾 回と な 



ほっさ けもの 

く 発作が 起って、 あたし は 獣の ように 叫びながら、 灰 

色に 汚れた 壁に、 われと わが 身体 をう ちつけ た。 あま 

ざいあく きょうふ せんりつ 

りの 孤独、 消し きれない 罪悪、 迫りく る 恐怖 戦慄、 I 

くもん 

I その 苦悶の ために 気が 変にな りそう だ、 恐ろし かつ 

た。 あの 重い 鉄 蓋が 持ち上がる もの だったら、 あたし 

は 殺した 夫の 跡 を 追って、 井戸の 中に 飛び こんだ かも 

知れない。 

わめ あば 

喚き、 悶え、 暴れて いるう ちに、 とうとう 身体の 方 

が 疲れ切って、 あたし は ベッドの 上に 身 を 投げ だした。 

睡 つたこと は睡 つたが、 恐ろしい 夢 を、 幾度と なく 次 

ふ と はくちゅうむ 

から 次へ と 見た。 —— 不図、 その 白昼夢から、 パッタ 



寝る ことにした。 

その 夜 は、 すっかり 熟睡した。 松 永が 帰って来た 安 

心と、 連日の 疲労と が、 お 酒の 力で 和 かに 溶け合い、 

あたし を 泥の ように 熟睡 させた のだった。 …… 

—— 翌朝、 気の ついた とき は、 もうす つかり 明け 放 

たれて いた。 よく 唾った もの だ。 あたし は 全身 的に、 

元気 を 恢復した。 

「オヤ、 11 」 

隣に 並んで 寝て いたと 思った 松 永の 姿が、 ベッドの 

上に も、 それから 室内に も 見えない。 

庭で も 散歩して いるの じ やない かと 思って、 暫く 



「愛する 魚 子よ、 —— 

僕 は 神に 見捨てられて しまった。 かけがえのない 大 

きな 幸福 を、 棒に振って しまわなければ なら なくなつ 

た。 魚 子よ、 僕 はもう 再び 君の 前に、 姿 を 現わす こと 

が 出来 なくなった。 ああ、 その 訳 は …… ？ 

魚 子よ、 君 は 用心し なければ いけない。 あの 銀行の 

金庫 を 襲った 不思議の 犯人 は、 世に も 恐ろしい 奴 だ。 

彼奴の 真 の 目標 は、 ひよ つ とすると、 此の 僕に あ つ た 

ので はない かと 考える。 僕 は …… 僕 は 今や 真実 を 書き 

残して、 愛する 君に 伝える。 僕 は 夜のう ちに、 あ 

の隆 々たる 鼻と、 キリリと 引褅 つていた 唇と (自分 



の もの を 褒める こと を嗤 わないで 具れ、 これが 本当に 

おさ 

褒め 納めな の だから) —— 僕 は その 鼻と 唇と を 失って 

しまった。 夜中に 不図 眼が 醒めて、 なんとなく 変な 気 

持な ので、 起き 出した ところ、 僕 は 君の 化粧台の 鏡の 

中に、 世に も 醜い 男の 姿 を 発見した の だ！ これ 以上 

は、 書く こと を 許して 吴れ。 

そして 最後に 一 言 祈る。 君の 身体の 上に、 僕の 遭つ 

たような 危害の 加え ざらん こと を。 

ま つ なが てつお 

松永哲 夫」 

この 手紙 を 読み終って、 あたし は 悲歎に 暮れた。 な 

ん という 非道い こと をす る 悪漢だろう。 銀行の 金 を 盗 



そんな 恐ろしい ことがあ るだろう か。 井戸の 中へ 突き 

墜 とし、 大きな 石塊 を 頭の 上へ 落として やった のに… 



ドア しんち ゆうせい 

そのと き、 入口の 扉に ついている 真鍮 製の ハンド 

ルが、 独りで クル クルと 廻り だした。 ガチャ リと 鍵の 

音が した。 

(誰だろう？) もうあた し は、 立って いるに 堪えられ 

なかった。 —— 扉 は、 静かに 開く。 だんだん 開いて、 

まぎ 

やがて 其の 向う から、 人の 姿が 現れた。 それ は 紛れ も 

なく 夫の 姿だった。 たしかに 此の 手で 殺した 害の、 あ 

の 夫の 姿だった。 幽霊だろう か、 それとも 本物だろう 



「 …… 」 

夫 はよ く 光る 大きな メス を 取り上げた。 そして ジリ 

ジリ と、 あたしの 身体に 迫って くるの だった。 メスの 

せんたん 

尖端が、 鼻の 先に 伸びて きた。 

「ァレ ー ッ。 誰か 来て 下さ ァ い！」 

「イツ ヒ ッヒッ ヒッ」 

と、 夫 は 始めて 声 を 出した。 気持が よくて たまらな 

いという 笑いだった。 

「呀 ッ。 II 」 

白い ものが、 夫の 手から 飛んで 来て、 あたしの 鼻孔 

ふさ かお まま 

を 塞いだ。 —— きつい 香り だ。 と、 その 儘、 あたし は 



「ふッ ふ ッふッ ふッ」 片隅から、 厭な 忍び笑いが 聞え 

てきた。 

「どう だ、 身体の 具合 は？」 

ぁッ、 夫の 声 だ。 ああ、 それで 解った。 さっき 気が 

遠くな つてから、 この 両腕が 夫の 手で 切断され てし 

ふくしゅうしん 

まった の だ。 憎んでも 憎み 足りない 其の 復譬心 ！ 

「起きたら しいが、 一 つ 立た せて やろう か」 夫 はそう 

いうな リ、 あたしの 腋の 下に、 冷い 両手 を 入れた。 持 

ち 上げられ たが、 腰から 下が ィャに 軽い。 フワ リと立 

つ ことが 出来た が、 それ は 胴 だけの 高さだった。 

大，. 腿 部から 〔# 「大腿部から」 は 底本で は 「太腿 部から 匕 



つに 縛りつ けられて いる 化物の ような 顔 を 持った 男の 

姿！ 着て いるもの を 一見して、 それと 判る 人の 姿 I 

I ああ、 なんと 変わり果てた 松 永 青年！ あたしの 胸 

に は ムラ ムラと 反抗 心が 湧き あがった。 

「あたし は、 あなたの 計画 を 遂げさせません。 もうこ 

の 穴から、 下 を 観き ません よ。 下 を 見ないで いれば、 

あなたの 計画 は 半分 以上、 効果 を 失って しまいます」 

「は ッはッ はッ、 莫迦な 女よ」 と、 夫 は、 暗がりの 中 

で 笑った。 「おれの 計画して いるもの はそんな こと 

じ やない。 見ようと 見まい と、 そのうちに ハツ キリ、 

お前 は それ を 感じる ことだろう！」 



「では、 あたしに 何 を 感じさせようと いうので す」 

「それ は、 妻と いう ものの 道 だ、 妻と いう ものの 運命 

だ！ よく 考えて 置け ッ」 

夫 はそう いうと、 コ トン コ トンと 跫音を させながら- 

この 天井裏 を 出て いった。 

それから 天井裏の、 奇妙な 生活が 始まった。 あたし 

こぶく ろ よこた 

は、 メリケン粉 袋の ような 身体 を 同じと ころに 横え 

たま ま、 ただ 夫が する の を 待つ より 外なかった。 三度 

三度の 食事 は、 約束 どおり 夫が 持って来て、 口の 中に 

入れて くれた。 あたし は、 両手の ない の を 幸福と 思う 



鼻と 唇と を 殺 がれた 松 永 は、 それから 後 どうな つた 

か、 気の ついた ときには、 例の 天井の 穴から は 見えな 

くな つた。 見える の は、 相 変らず 気味の 悪い 屍体 や、 

びん づ うず 

バ ラバ ラの 手足 や、 壜 漬けに な つ た 臓器の 中に 埋もれ 

て、 なに かしら せっせと メス を 動かして いる 夫の 仕事 

振りだった。 その 仕事 振り を、 毎日 朝から 夜まで、 あ 

たし は 天井裏から、 眺めて 募した。 

「なんて、 熱心な 研究家だろう！」 

不図、 そんな こと を 思って みて、 後で 慌てて 取り消 

した。 そろそろ 夫の 術中に 入り かけた と 気が付い たか 

ら である。 「妻の 道、 妻の 運命」 II と 夫 は 云った が、 



たかった が、 重い 鎖に つながれた 俘囚は 天井裏の 鼠 ほ 

どの 音 も 出す ことが 出来なかった。 そのうちに 一 行 は 

見る見る うちに 室 を 出て いって、 あと はヒ ッソリ 閑と 

して 機会 は 逃げて しまったの だ。 

それにしても、 夫 は 何処に 行った のだろう。 

「オヤ、 なんだろう？」 あたし は そのと き、 下の部屋 

に、 なに か 物の 蠢く 気配 を 感じた。 

と、 いきなり カタ カタと、 揺れ だした ものが あつた- 

「あ ッ。 壺 だ！」 

卓子の 上から、 床の 上に 下ろされた 壺が、 まるで 中 

に 生き ものが 入って いるかの ように、 さも 焦れった そ 



とも 気になら なくなった。 ただ 一杯の ス ー プに、 あた 

しょ-つ そ う 

しの 焦燥が 集った。 

四日 目、 五日 目。 あたし はもう 頭 を あげる 力 もない- 

壺 はもう 全く 動かない。 そうして 遂に 七日 目が 来た。 

時間の こと は 判らない が、 不図 下の部屋が カタ カタす 

る 音に 気が ついて 例の 視き 穴から 見下ろす と、 この 前 

に 来たよう に 一 隊の 警官隊が 集って いた。 その 中で こ 

の 前に 見かけなかった ような 一 人の キビ キビした 背広 

の 男が 一 同の 前にな にか 云って いた。 

「 …… 博士 は、 絶対に、 この 部屋から 出て いません。 

私 はこの 前に 一緒に 来れば よかった と 思います。 多分 



もう 手遅れに なった ような 気がします。 あの XX 銀行 

の、 入口の 厳重に 閉 つた 金庫 室へ 忍び こんだ の もた し 

かに 博士だった のです。 そういうと 変に 思われる で 

しょうが、 実は 博士 は 僅か 十五 センチの 直径の 送風 パ 

イブの 中から、 あの 部屋に 侵入した のです」 

ほむら 

「それ ァ 理窟に 合わない よ、 帆 村 君」 と 部長ら しいの 

が 横 合から 叫んだ。 「あの 大きな 博士の 身体が、 あん 

な 細い パイプの 中に 入るな どと 考える の は、 滑稽す ぎ 

て 言葉がない」 

「ではい ま その 滑稽 をお 取消し 願うた めに、 博士の 身 

:K: を 皆さんの 前にお 目に かけましょう」 



です！」 

そむ 

あまりの ことに、 人々 は 思わず 顔 を 背けた。 なんと 

いう 人体 だ。 顔 は 一方から 殺いだ ようになり、 肩に は 

リ ゆうき へそ 

僅かに 骨の 一 部が 隆起し、 胸 は 左 半分 だけ、 腹 は 臍の 

上 あたりで 切れて いる。 手 も 足 も 全く 見えない。 人形 

こわ むざん 

の 壊れた のに も、 こんなにまで 無惨な 姿 をした もの は 

無いだろう。 

「みなさん。 これ は 博士の 論文に ある 人間の 

さ いしょうせ いりけ いたい 

最小 整理 形体です。 つま リニつ ある 肺 は 一 つに し、 胃 

ちょ-つ 

袋 は 取り去って 腸に 接ぐ という 風に、 極度の 肉体 整 

理を 行った ものです。 こうすれば、 頭脳 は 普通の 人間 



土の 日記に 出て います。 さあ、 これから アルプスへ 急 

ぐので す」 

人々 は ゾロゾ 口と 室 を 出て いった。 

「待って！」 

あたし は 力一杯に 叫んだ。 しかし その 声 は 彼等の 耳 

に 達しなかった。 ああ、 馬鹿、 馬鹿！ 帆 村 探偵のお 

馬鹿さん！ ここに あたしが 繫 がれて いるの が 判らな 

いの かい。 夫 は、 あの 井戸の 蓋の 穴から 逃げ出し たの 

だ。 呪いの 大石 1 は、 彼に 命中し なかった の だ。 ああ 

今 は、 あたしに は 餓死 だけが 待って いる。 お 馬鹿さん 

が 引返して 来る 頃に は、 あたし はもう 此の世の もの 
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